
1 調査の概要

 

(１)調査の目的  

 八街市総合計画2025(仮称)策定に当たり、新成人に市政に関心を持っていただ
くとともに、若者の視点から本市のまちづくりに対する意見を聴取することを目的
に開催する。 

 

(２)調査の実施概要 

 ①テーマ 

  ・あなたの考える八街市の魅力、八街市の好きな場所 

  ・八街市の既存の資源を活かした定住策(八街市の魅力を活かしたまちづくり) 

 

 ②参加者 

  市民参加者：令和5年二十歳を祝う会実行委員 17名 

  市側参加者：市長、社会教育課長、企画政策課長、その他関係職員 

 

 ③開催時期 

  令和４年１０月３０日（日）１４時～１５時３０分 

 

 ④開催場所 

  八街市中央公民館 

 

 ⑤形式 

 実行委員を３グループに分け、集団討議を実施し各グループごとでまとめた内容
について、発表をおこない、発表内容について市長からコメントをいただいた。 

 また、北村市長より、八街市の現在取り組んでいる施策や、今後取り組んでいく
施策などについて説明をおこなった。 

二十歳を祝う会実行委員と市長との懇談会 報告書



２ 会議の内容 
〇あなたの考える八街市の魅力は何ですか。
 また、八街市の好きな場所はどこですか。

八街市の魅力 

・自然が豊かなところ 
・お祭りなどの地域イベントがあり、人の温かみを感じる 
・ふれあいバス 
・アクセスが良い 
・治安が良い 
・公共施設が広い 
・スポーツ施設が多い 
・地産地消（野菜など、農作物に恵まれている） 

八街市の好きな場所 

・けやきの森公園 
・母校(思い出の場所) 
・用草の桜並木 
・図書館 
・八街駅前商店街(ラーメン屋など) 
・小谷流温泉 

〇八街市の既存の資源を活かして、定住してもらうには 
(八街市の魅力を活かしたまちづくりとは)

主な意見
・空き家を提供する 
・福祉の充実 
・子どもが安心して暮らせる設備の修繕 
・農業会社の設立 
・インターネット環境の改善 
・教育施設が充実 
・都心までのアクセスが良い 
・広い土地を活かしたイベント開催やコミュニティ施設の設置 
  例）公園での子供向けイベント、ひまわり(市の花)畑を整備
・今ある制度の認知度の向上と充実化 
 例）ホームページの簡略化、就労支援の窓口設置、「八街物語」の全世帯配布 
・交通機関の充実 



実行委員 

・自分たちの故郷について考える良い時間であり、す
ごく実のあるものになった。 
・具体的な市の取組について、市長から直接聞くこと
ができ、私たちのために八街市の発展のために様々な
取組をしていることが分かった。 
・今回の討論で、改めて魅力の多いまちだと感じるこ
とが出来たが、まだまだ知名度が低い、もっと知名度
をあげて若い人で活気があふれたらうれしい。 

北村市長

 実行委員の皆様から、沢山の八街市に対する思いや
意見をいただきとてもうれしく思う。 
 現在、八街市の取り組んでいる施策の内容や、今後
取り組んでいく施策について説明し、実行委員の方々
に理解いただけたと感じている。 
 八街市を皆様方の力をあわせて、さらに八街市を良
くしようという気持ちがあれば、もっと住みよくなっ
ていくと考えている。若い力を私どもにどんどんぶつ
けて欲しいと思う。 

 

３ 懇談会後の意見等



グループディスカッションの様子

各グループ発表の様子

各グループの発表内容



各グループディスカッションに対する市長からのコメント

懇談会終了後の記念撮影


